
幻の大澤本源氏物語

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2014-09-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 伊井, 春樹

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00005066URL



幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

大
津
本
源
氏
物
語
の
伝
来

小
杉
祖
郁
(
一
八
三
四
4
3

一九一

O
)
が
全
国
の
古
美
術
品
を
毎
日
の
よ

う
に
調
査
し
た
記
録
に
、
八
冊
か
ら
な
る
『
鑑
定
筆
記
』
(
天
理
図
書
館
)

が
現
存
す
る
。
な
お
こ
の
書
名
に
つ
い
て
、
初
め
は
「
鑑
定
筆
記
」
と
外

題
を
付
す
も
の
の
、
途
中
の
冊
か
ら
は
「
鑑
定
雑
記
」
と
す
る
。
こ
れ
は

明
治
三
十
年
か
ら
同
四
十
二
年
ま
で
に
調
査
し
た
美
術
品
、
文
書
、
典
籍

等
の
一
部
に
す
ぎ
な
く
、
ほ
か
に
も
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
祖
都

は
幕
末
に
徳
島
に
生
ま
れ
、
明
治
七
年
に
教
部
省
に
入
り
、
十
年
に
は
内

務
省
で
寺
社
の
調
査
を
担
当
、
後
に
東
京
大
学
講
師
、
帝
室
博
物
館
に
勤

務
し
、
『
古
事
類
苑
』
や
『
好
古
類
纂
』
の
編
集
を
し
た
ほ
か
、
国
文

学
研
究
資
料
館
に
は
「
小
杉
楓
郁
収
集
文
書
」
が
百
四
十
点
余
、
記
録

と
し
て
の
『
徴
古
雑
抄
』
が
百
九
十
点
も
存
し
、
全
国
的
に
調
査
し
た
資

料
群
、
文
書
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
図
、
棟
札
に
い
た
る
記
録
が
と
ど
め
ら

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

伊

春

樹

井

れ
る
。
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
ほ
か
、
佐
々
木
弘
網
綱
著
『
土
佐
日
記
但
言

解
』
(
明
治
二
十
二
年
刊
)
に
は
、
槌
邸
の
詳
細
な
注
記
の
書
き
入
を
し
た
本

が
存
す
る
な
ど
、
精
査
し
て
い
け
ば
極
郁
が
手
に
し
た
明
治
期
の
膨
大
な

資
料
、
近
代
初
期
に
お
け
る
国
学
者
と
し
て
の
功
績
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
は
ず
で
あ
る
。

『
鑑
定
筆
記
』
の
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
一
日
の
条
、
祖
郁
が
没
す
る

三
年
前
の
七
十
四
歳
、
こ
の
日
の
記
録
に
は
興
味
深
い
内
容
を
見
出
す
。

大
和
国
七
条
村
薬
師
寺
近
処
大
津
菅
二
消
臣
甥
源
氏
物
語
四
五
帖
携

帯
祖
先
豊
公
よ
り
い
た
y
き
し
も
の
な
り
と
て
、
極
あ
る
も
の
文

な
き
も
の
多
し
、
古
筆

こ
の
前
後
、
祖
邸
の
も
と
に
は
連
日
の
よ
う
に
各
地
か
ら
美
術
品
が
持

ち
込
ま
れ
、
鑑
定
に
多
忙
を
極
め
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
大
津
菅
二
所
蔵

の
源
氏
物
語
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
大
津
家

の
祖
先
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
源
氏
物
語
の
寄
合
本
の
存
在
で
、
四

五
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f
p

今
，
号
令
市
側
畑

口
?
-
Yハペ
J
d
f
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h習
い

挙

制

仁
J
れ
渉
、
ち
れ

i
Jゑ
狩
堂
繍

一ar
f

h

h

弘毅

今
ー
の
そ
z
玄
(
:
一
、
総

ω可
営
守
芳
三
mm

、
え
非

8
f・

十
五
帖
(
こ
れ
は
た
ん
な
る
五
十
四
帖
の
書
き
間
違
い
で
あ
ろ
う
)
か
ら

な
り
、
巻
に
よ
っ
て
極
め
の
存
否
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
本

に
つ
い
て
の
記
述
は
、
五
日
後
の
二
十
六
日
条
に
、



大
津
菅
二
所
蔵
源
氏
物
語
寄
合
書
時
代
不
同

と
あ
り
、
以
後
は
指
摘
が
な
い
。
古
筆
の
極
め
が
あ
り
、
秀
吉
か
ら
の
梓

領
品
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
な
り
に
意
義
の
あ
る
も
の
に
違
い
な
く
、
大
名

家
と
古
典
文
化
と
の
か
か
わ
り
に
も
論
点
は
展
開
す
る
問
題
と
な
ろ
う
。

極
郁
は
大
津
本
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
調
査
し
た
も
の
か
、
『
鑑
定
筆
記
』

か
ら
だ
け
で
は
そ
れ
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
鑑
定
筆
記
』
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
三
十
年
以
上
も
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

早
く
す
べ
て
の
紙
焼
き
写
真
を
入
手
し
な
が
ら
、
精
査
す
る
こ
と
も
な
く

放
置
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
気
に
な
っ
て
読
み
始
め
た
の
は
十
二
、

三
年
前
に
な
っ
て
の
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
大
学
院
の
演
習
で
一
部
用
い

て
院
生
と
一
緒
に
読
み
解
い
て
い
っ
た
。
槌
邸
の
癖
の
強
い
文
字
、
し
か

も
写
真
を
コ
ピ
ー
し
て
用
い
た
こ
と
も
あ
り
、
模
写
し
た
文
書
な
ど
は
な

お
さ
ら
文
字
も
崩
れ
て
い
て
読
め
な
い
。
書
目
だ
け
で
は
な
く
、
中
に
は

古
筆
切
な
ど
原
典
に
似
せ
て
転
写
し
て
い
る
例
も
あ
る
な
ど
、
そ
れ
な
り

に
貴
重
な
第
二
次
資
料
で
は
あ
る
と
の
認
識
で
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
解
読
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
個
人
的
に
全
体
の
資
料
を
整

理
し
、
そ
の
一
部
は
「
鑑
定
筆
記
抄
(
一
)
|
|
小
杉
祖
郁
の
古
美
術
調

査
の
世
界
」
(
「
詞
林
」
第
二
十
号
、
一
九
九
六
年
一

O
月
)
、
「
小
杉
楓
郁

の
記
録
し
た
古
筆
手
鑑
及
び
古
筆
資
料
」
(
久
保
木
哲
夫
編
『
古
筆
と
和
歌
』

所
収
、
二
O
O八
年
刊
、
笠
間
書
院
)
と
し
て
発
表
も
し
た
。
そ
の
折
に
知
つ

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

た
の
が
、
「
大
和
国
」
の
「
大
津
菅
二
」
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
源
氏
物

語
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
前
後
、
楓
邸
は
東
京
を
離
れ
て
い
な
い
た
め
、

大
和
か
ら
大
津
菅
二
が
持
ち
込
み
、
そ
の
鑑
定
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
二
人
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
、
こ
の
記
録
だ

け
で
は
こ
れ
以
上
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

祖
郁
の
記
述
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
池
田
亀
鑑
が
大
和
の
国
の
大
津

本
を
調
査
し
た
と
す
る
記
録
で
、
こ
れ
は
戦
後
に
な
っ
て
の
『
源
氏
物
語

大
成
』
(
巻
七
「
研
究
資
料
編
」
)
の
「
諸
本
解
題
」
に
「
大
津
家
蔵
源
氏

物
語
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
る
。

大
和
の
国
大
津
誠
忠
氏
蔵
源
氏
物
語
五
十
四
帖
は
、
古
筆
了
栄
・

了
仲
の
鑑
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
桐
盆
・
帝
木
は
消
水
谷
実
秋
、

空
蝉
・
葵
は
大
智
庵
其
阿
、
夕
顔
は
岩
山
道
堅
、
紅
葉
賀
は
三
条
公

敦
、
湾
標
巻
頭
・
常
夏
巻
頭
は
進
子
内
親
王
、
滞
標
は
小
倉
実
教
、

蓬
生
・
鈴
虫
は
為
相
、
絵
合
は
慈
覚
、
朝
顔
は
行
能
、
野
分
及
び
浮

舟
の
一
部
は
柳
原
淳
光
、
藤
裏
葉
は
家
隆
、
横
笛
は
後
醍
醐
天
皇
、

鈴
虫
巻
頭
は
阿
仏
尼
、
浮
舟
は
為
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
に
擬
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
他
は
前
回
夏
繁
の
鑑
定
に
よ
り
、
古
き
は
西
行
・
寂
蓮

な
ど
か
ら
、
近
き
は
里
村
紹
巴
に
至
る
諸
家
が
多
数
充
て
ら
れ
て
ゐ

る。
胡
蝶
装
排
形
・
料
紙
鳥
の
子
。
調
査
な
か
ば
に
閲
覧
を
中
止
し
な

七



け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
起
り
、
不
十
分
で
あ
る
が
、
そ
の
覚
書
を

辿
る
と
、
本
文
は
九
行
・
十
行
・
十
一
行
な
ど
一
定
し
な
い
。
大
抵

河
内
本
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
系
統
的

に
こ
れ
を
み
れ
ば
、
大
体
次
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。

背
表
紙
本
に
近
い
が
な
ほ
小
異
が
あ
り
、
別
本
と
認
め
ら
れ
る
も

の
帝
木
・
空
蝉
・
若
紫
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
花
宴

河
内
本
に
近
い
が
な
ほ
小
異
あ
り
、
別
本
と
認
む
べ
き
も
の
桐

壷
・
賢
木
・
蓬
生
・
松
風
・
薄
雲
・
少
女
・
玉
霊
・
初
音
・
胡

蝶
・
御
法
・
幻

青
表
紙
本
夕
顔
・
野
分

河

内

本

葵

別
本
花
散
里
・
須
磨
・
明
石
・
湾
標
・
関
屋
・
絵
合
・
朝
顔
・

蛍
・
常
夏
・
緯
火
・
行
幸
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉
・

若
菜
上
・
同
下
・
柏
木
・
鈴
虫
・
タ
霧
・
匂
宮
・
紅
梅
・
竹
河

橋
姫
以
下
は
調
査
未
了
、
全
体
の
再
調
も
不
可
能
な
事
情
に
あ
っ

た
の
で
、
校
異
篇
に
採
用
す
る
こ
と
を
控
へ
た
。
戦
火
は
免
れ
た
と

思
は
れ
る
が
、
今
そ
の
行
方
を
知
ら
な
い
。
な
ほ
横
笛
の
巻
は
後
醍

醐
天
皇
度
翰
と
伝
へ
ら
れ
、
吉
野
朝
の
特
色
を
よ
く
表
し
た
本
で
、

七
豪
源
氏
の
そ
れ
と
風
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
杉
祖
師
が
嘱
目
し
た
大
和
の
「
大
津
本
」
と
、
池
田
亀
鑑
が
宇
治
十

}¥. 

帖
等
は
「
調
査
未
了
」
と
し
な
が
ら
も
書
誌
を
記
録
し
た
書
写
本
と
は
同

一
な
の
か
、
「
大
調
停
菅
二
」
と
「
大
津
護
忠
」
と
の
違
い
は
代
替
わ
り
に
よ

る
に
し
て
も
、
な
ぜ
豊
臣
秀
吉
の
記
述
が
な
い
の
か
、
共
通
す
る
蓋
然
性

は
高
い
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
か
ら
は
ま
だ
し
っ
く
り
い
か
な
い
も
の
が

残
る
。『

源
氏
物
語
大
成
』
の
大
津
本
の
書
誌
情
報
は
、
『
源
氏
物
語
事
典
』
下

巻
(
大
津
有
一
「
諸
本
解
題
」
昭
和
三
十
五
年
刊
)
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
が

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
秀
吉
と
の
関
係
は
記
さ
れ
ず
、
以
下
に
引
用

す
る
よ
う
に
五
十
四
帖
の
平
安
末
か
ら
室
町
末
に
い
た
る
古
写
本
と
す
る
。

大
津
家
蔵
源
氏
物
語
[
冊
数
〕
五
十
四
帖
。
[
体
裁
]
鳥
の
子
胡
蝶
装

の
緋
形
本
。
[
筆
者
]
古
筆
了
栄
、
了
仲
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
、
家
隆
、

阿
仏
尼
、
為
氏
、
為
相
、
行
能
、
後
醍
醐
天
皇
、
清
水
谷
実
秋
、
岩

山
道
堅
、
三
条
公
敦
な
ど
、
前
回
夏
繁
の
鑑
定
で
は
西
行
、
寂
蓮
な

ど
か
ら
紹
巴
に
至
る
諸
家
が
多
く
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
〔
内
容
〕
本
文

は
九
行
、
十
行
、
十
一
行
な
ど
一
定
し
な
い
。
系
統
か
ら
み
れ
ば
、

青
表
紙
本
に
近
い
が
小
異
が
あ
っ
て
、
別
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

帯
木
、
空
蝉
、
若
紫
、
末
摘
花
、
紅
葉
賀
、
花
宴
。
河
内
本
に
近
い

が
小
異
が
あ
っ
て
、
別
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
桐
輩
、
賢
木
、

蓬
生
、
松
風
、
薄
雲
、
少
女
、
玉
握
、
初
音
、
胡
蝶
、
御
法
、
幻
。

青
表
紙
本
は
夕
顔
、
野
分
。
河
内
本
は
葵
。
別
本
は
花
散
里
、
須
磨
、



明
石
、
滞
標
、
関
屋
、
絵
合
、
朝
顔
、
蛍
、
常
夏
、
韓
火
、
行
幸
、

藤
袴
、
真
木
柱
、
梅
枝
、
藤
裏
葉
、
若
菜
上
下
、
柏
木
、
鈴
虫
、
タ

霧
、
匂
宮
、
紅
梅
、
竹
河
。
以
上
回
種
で
、
橋
姫
以
下
は
調
査
未
了

で
あ
る
。
[
参
考
]
『
校
異
源
氏
物
語
』
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
未
採
用
。

た
だ
し
研
究
篇
二
五
六
頁
に
解
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
戦
火
は
免

れ
て
現
在
大
津
家
に
あ
る
曲
、
聞
い
て
い
る
。

行
数
の
異
な
り
か
ら
も
各
時
代
に
捕
わ
れ
て
一
揃
い
と
な
っ
た
祈
形
の

寄
合
書
本
の
よ
う
で
、
本
文
の
性
格
と
し
て
「
大
抵
は
河
内
本
」
と
し
な

が
ら
も
、
青
表
紙
本
は
二
巻
、
河
内
本
は
一
巻
に
過
ぎ
な
く
、
後
は
青
表

紙
本
に
近
い
別
本
、
河
内
本
に
近
い
別
本
、
純
粋
な
別
本
と
分
類
す
る
。

宇
治
十
帖
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
十
七
年
十
月
刊
の
『
校
異

源
氏
物
語
』
に
は
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
す
る
と
、
池
田
屯
鑑
な
ど

が
大
津
本
の
調
査
を
し
た
の
は
、
昭
和
十
五
、
六
年
以
前
で
あ
っ
た
は
ず

で
、
戦
争
直
前
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
、
調
査
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
校
異
へ
の
採
用
が
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
大
津
氏
が
い
っ
こ
の
「
解
題
」
を
執
筆
し
た
の
か
不
明
な
が
ら
、
「
戦

火
は
免
れ
て
現
在
大
津
家
に
あ
る
由
、
聞
い
て
い
る
」
と
す
る
の
は
誤
っ

て
い
る
よ
う
で
、
私
の
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
戦
争
前
に
は
大
津
家
か

ら
離
れ
て
お
り
、
手
放
す
直
前
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
「
調
査
未
了
」
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

幻
の
大
海
本
源
氏
物
語

大津本源氏物語

『
源
氏
物
語
大
成
』
『
源
氏
物
語
事
典
』
の
二
書
に
記
さ
れ
た
情
報
に
よ

る
限
り
、
調
査
を
し
た
の
は
横
笛
巻
と
宇
治
十
帖
を
除
く
四
十
三
帖
、
本

文
の
性
絡
は
、

青
表
紙
本

河
内
本

別
本

夕
顔
、
野
分

葵花
散
里
、
須
磨
、
明
石
、
湾
標
、
関
屋
、
絵
合
、
朝
顔
、

蛍
、
常
夏
、
韓
火
、
行
幸
、
藤
袴
、
真
木
柱
、
梅
枝
、
藤

裏
葉
、
若
菜
上
下
、
柏
木
、
鈴
虫
、
タ
霧
、
匂
宮
、
紅
梅
、

竹
河

青
表
紙
な
が
ら
別
本

帝
木
、
空
蝉
、
若
紫
、
末
摘
花
、
紅
葉
賀
、

九



花
宴

河
内
本
な
が
ら
別
本
桐
壷
、
賢
木
、
蓬
生
、
松
風
、
薄
雲
、
少
女
、

玉
盤
、
初
音
、
胡
蝶
、
御
法
、
幻

と
な
り
、
背
表
紙
本
や
河
内
本
の
性
格
を
一
部
持
つ
と
は
い
え
、
別
本
と

認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
四
十
帖
に
も
及
び
、
現
存
す
る
伝
本
の
う
ち
で
も

き
わ
め
て
特
異
な
存
在
に
な
っ
て
く
る
。
宇
治
十
帖
も
加
え
る
と
、
大
津

家
本
源
氏
物
語
の
大
半
は
別
本
で
あ
っ
た
と
認
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
津
本
の
出
現

大
津
家
の
祖
先
か
ら
豊
臣
秀
吉
が
拝
領
し
た
と
小
杉
楓
叫
が
記
す
伝
本

と
、
池
田
亀
鑑
が
調
査
し
た
と
す
る
伝
本
と
が
、
限
り
な
く
同
じ
も
の
で

あ
る
と
想
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
上
の
決
定
的
な
証
拠
は
見
つ
か
ら

な
い
ま
ま
推
移
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
秀
吉
の
天
下
統
一
に
向
け

て
の
過
程
で
、
大
津
家
の
祖
先
が
め
ざ
ま
し
い
武
勲
を
立
て
た
恩
賞
に
よ

っ
て
下
賜
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
以
後
江
戸
期
を
通
じ
て
三
百
五
十
年
ば
か

り
家
宝
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
小
杉
槌
郁
が
手
に
し
て

以
降
で
も
今
日
ま
で
に
百
年
を
経
過
す
る
。
池
田
亀
鑑
が
調
査
し
た
の
も

同
じ
大
津
本
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
で
も
七
十
年
ば
か
り
の
歳
月
を
経

て
お
り
、
二
人
の
先
達
が
目
に
し
て
記
録
し
た
以
外
は
聞
に
と
ざ
さ
れ
、

そ
の
全
貌
を
現
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

二

O

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
源
氏
物
語
が
存
在
す
る
と
の
連
絡
を
受
け

た
の
は
、
二

O
O五
年
一
一
月
か
一
二
月
の
初
め
で
あ
る
。
た
だ
、
私
は

な
か
な
か
時
間
が
と
れ
ず
、
や
っ
と
調
査
に
訪
れ
た
の
は
翌
年
の
一
月
二

七
日
(
金
)
で
あ
っ
た
。
一
見
す
る
な
り
、
池
田
亀
鑑
が
調
査
し
た
本
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
小
杉
他
都
及
び
そ
の
周
辺
の
人
物
に

よ
る
大
量
の
鑑
定
書
が
付
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
『
鑑
定
筆
記
』
の
背
景

を
知
る
こ
と
に
な
り
、
驚
鰐
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
め
ぐ
り

あ
え
た
感
動
を
も
覚
え
た
。
『
鑑
定
筆
記
』
で
は
簡
略
に
記
し
て
い
な
か
っ

た
大
津
本
の
記
述
な
が
ら
、
大
津
家
と
の
関
係
を
含
め
て
詳
細
な
記
録
を

と
ど
め
て
い
る
の
だ
が
、
池
間
色
鑑
は
そ
の
付
属
資
料
を
ま
っ
た
く
見
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
く
る
。
恐
ら
く
、
池
間
亀
鑑
の
調
査
団
は

奈
良
の
旅
館
に
投
宿
し
、
そ
こ
に
あ
ら
か
じ
め
約
束
し
て
い
た
大
津
護
忠

が
本
だ
け
を
持
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
津
と
し
て
は
、
小
杉
祖
郁
な
ど

の
付
属
資
料
は
直
接
関
係
な
い
も
の
と
判
断
し
た
よ
う
で
、
そ
の
結
果
池

田
は
本
だ
け
の
調
査
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
宇
治
十
帖
な
ど
は
別
世
し
で

あ
っ
た
た
め
、
四
十
三
帖
だ
け
を
運
ん
だ
の
か
、
全
巻
提
供
し
な
が
ら
も
、

時
間
的
な
余
裕
が
な
く
す
べ
て
に
は
及
ば
な
か
っ
た
の
か
は
、
今
に
し
て

み
れ
ば
知
る
す
べ
が
な
い
。
す
く
な
く
と
も
、
池
田
亀
鑑
な
ど
は
大
津
家

に
は
出
向
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
も
し
保
存
さ
れ
て
い
る
本
全
体
を
見
れ

ば
、
そ
こ
に
は
小
杉
槌
邸
の
鑑
定
書
も
付
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
は



ず
で
あ
る
。

今
日
で
は
大
津
家
所
蔵
で
は
な
い
た
め
、
「
大
津
本
」
と
呼
ぶ
の
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
は
い
え
、
学
界
に
知
ら
れ
た
旧
来
の
名
称
を
用
い
る
こ
と

に
す
る
。
簡
単
な
書
誌
を
記
し
て
お
く
と
、
列
帖
装
に
よ
る
桝
形
本
の
五

十
四
帖
、
タ
テ
、
ヨ
コ
は
十
五
セ
ン
チ
か
ら
十
六
セ
ン
チ
、
表
紙
は
緑
地

金
欄
鍛
子
織
、
各
冊
の
表
紙
中
央
に
は
巻
名
の
題
集
を
押
す
。
見
返
し
は

銀
泥
雲
霞
、
金
泥
に
よ
る
菊
花
等
描
、
金
銀
切
箔
散
ら
し
、
料
紙
は
斐
紙
、

一
面
九
行
か
ら
十
一
行
か
ら
な
り
、
近
世
に
な
っ
て
表
紙
な
ど
の
体
裁
を

整
え
て
修
復
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
付
属
資
料
が

存
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
小
杉
祖
郁
の
鑑
定
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
『
鑑
定
筆
記
』
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

極
邸
の
極
め
は
巻
子
本
の
体
裁
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な

詳
細
な
見
解
が
記
さ
れ
る
(
な
お
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
句
読
点
、
濁

点
を
私
に
付
し
た
)
。

い
と
も
か
し
こ
き
展
翰
を
は
じ
め
て
、
中
む
か
し
に
い
ち
じ
る
き
名

家
、
そ
の
時
代
こ
そ
不
同
な
れ
。
各
筆
に
し
て
源
氏
物
語
全
部
を
も

の
し
た
る
は
、
実
に
我
が
世
の
珍
と
い
ふ
べ
き
冊
子
を
保
存
せ
ら

る
〉
人
あ
り
。
大
津
菅
二
ぬ
し
、
即
ち
其
人
な
り
。
こ
の
家
の
由
緒

を
き
く
に
、
い
と
や
む
ご
と
な
き
君
の
後
孫
と
承
る
を
、
十
七
代
の

祖
先
大
津
主
計
頭
護
久
ぬ
し
、
豊
太
閤
に
仕
へ
て
数
年
に
寵
愛
を
得

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

た
り
と
い
ふ
。
其
の
ち
時
勢
変
遷
し
て
、
当
今
は
大
和
国
都
跡
村
七

条
と
い
ふ
所
に
住
は
る
〉
が
、
こ
の
物
語
は
そ
の
護
久
ぬ
し
、
豊
公

よ
り
賜
ひ
し
も
の
と
い
ふ
伝
へ
な
り
。
さ
れ
ば
に
や
、
五
十
余
帖
の

多
き
皆
同
一
の
古
き
表
装
な
る
、
然
な
ら
ず
外
題
は
近
衛
三
棋
院
殿

下
の
真
蹟
ま
が
ふ
か
た
な
き
を
見
て
も
、
誼
明
す
べ
き
も
の
と
い
ふ
。

祖
郁
此
ぬ
し
の
叔
父
、
故
清
臣
学
兄
と
は
む
か
し
教
部
省
に
し
て
考

誰
課
の
同
僚
た
り
し
ゆ
か
り
も
て
、
廃
省
の
〉
ち
か
た
み
に
他
の
官

達
に
従
事
す
る
ほ
ど
も
、
猶
ゆ
き
か
は
し
け
り
し
に
、
去
る
二
十
年

の
五
六
月
、
い
と
ま
を
得
て
大
和
国
に
遊
び
し
を
り
、
学
兄
の
実
家

実
兄
ぬ
し
に
云
々
か
た
ら
ひ
お
か
る
〉
よ
し
あ
れ
ば
、
必
訪
ら
ひ
て

薬
師
寺
の
あ
な
い
さ
せ
よ
と
の
っ
て
あ
り
て
、
其
七
条
の
家
を
訪
ひ
、

実
兄
ぬ
し
に
い
と
親
し
く
も
か
た
ら
ひ
、
や
が
て
こ
ま
か
に
薬
師
寺

に
み
ち
び
か
れ
て
、
何
く
れ
と
物
し
た
る
事
あ
り
し
を
、
向
日
二
ぬ
し

其
を
り
は
他
所
に
修
学
中
な
り
し
か
ら
に
あ
ふ
こ
と
を
得
ざ
り
き
。

ま
た
物
が
た
り
古
筆
の
こ
と
も
、
つ
ね
に
清
臣
学
兄
に
き
〉
し
こ
と

も
あ
れ
ど
、
其
を
り
の
こ
〉
ろ
い
そ
ぎ
に
余
り
、
し
た
〉
か
な
る
冊

数
な
ど
あ
は
せ
て
見
る
こ
と
な
か
り
け
る
に
、
今
蕊
図
ら
ず
も
ぬ
し

携
へ
罷
ら
れ
ぬ
。
め
で
た
い
め
し
つ
〉
其
あ
る
や
う
を
き
く
に
、
こ

の
物
語
の
筆
者
さ
だ
か
な
ら
ぬ
も
の
ま
じ
れ
ば
、
な
ほ
こ
〉
に
も
の

し
て
、
此
す
ぢ
の
専
門
家
に
就
て
、
よ
く
討
究
提
言
を
こ
は
む
と
す



る
意
を
抱
負
せ
り
。
伯
父
清
臣
の
御
ゆ
か
り
、
曾
て
承
り
居
れ
ば
、

よ
く
と
り
も
の
し
て
よ
と
請
は
る
と
ぬ
し
の
ま
め
故
に
、
げ
に

f
L

さ
も
あ
り
ぬ
べ
か
め
る
事
な
り
と
、
た
ジ
ち
に
賛
同
し
て
、
こ
ま
か

に
こ
れ
を
閲
覧
す
る
に
、
上
に
述
た
る
如
き
め
づ
ら
か
な
る
も
の
な

る
こ
と
、
い
さ
〉
か
疑
ふ
べ
き
ふ
し
な
き
か
ら
に
、
心
あ
ひ
の
友
誼

か
れ
に
見
せ
も
し
、
そ
の
意
見
を
も
き
〉
つ
〉
、
さ
だ
か
な
ら
ぬ
と

い
へ
る
筆
の
蹟
大
か
た
に
定
り
け
る
が
知
し
。
あ
は
れ
あ
は
れ
、
こ

の
帖
冊
を
手
ま
さ
ぐ
り
見
た
ら
む
諸
君
は
、
能
々
其
名
家
の
筆
の
あ

と
を
あ
ぢ
は
ひ
給
ひ
て
、
ぬ
し
の
ま
め
心
を
望
同
し
た
ま
ひ
、
題
文

及
び
詩
句
な
ど
此
別
巻
に
か
き
そ
へ
給
は
ら
む
。
そ
は
ま
す
/
1
1
こ

の
物
語
の
光
を
ま
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
盛
公
よ
り
う
け
得
ら
れ
た

り
と
い
ふ
護
久
ぬ
し
の
御
た
ま
も
、
い
か
ば
か
り
う
れ
し
と
お
も
ひ

給
は
ざ
ら
む
な
ど
、
此
家
に
ゆ
か
り
あ
る
極
邸
、
こ
の
こ
と
ら
こ
ひ

ね
が
ひ
が
て
ら
帖
冊
伝
来
の
一
班
を
し
る
し
そ
ふ
、

明
治
四
十
年
十
一
月

文
学
博
士
小
杉
祖
郁

巻
末
に
付
さ
れ
た
「
明
治
四
十
年
十
一
月
」
と
は
、
ま
さ
に
槌
邸
が
大

津
家
本
源
氏
物
語
を
閲
覧
し
た
日
で
あ
り
、
本
文
を
披
見
す
る
と
と
も
に
、

家
系
を
聞
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
付
属
文
書
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
た

た
め
た
一
文
と
知
ら
れ
る
。
大
津
菅
二
の
話
に
よ
る
と
、
十
七
代
祖
主
計

頭
護
久
が
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
そ
の
恩
顧
に
よ
っ
て
拝
領
し
た
各
筆
本
源

氏
物
語
で
、
時
を
経
て
今
は
大
和
国
の
住
と
な
っ
た
。
古
写
本
は
補
修
さ

れ
、
外
題
は
近
衛
三
貌
院
(
信
者

J

)

で
あ
る
の
は
疑
い
が
な
く
、
菅
二
の

叔
父
大
津
消
臣
と
は
か
つ
て
教
部
省
考
設
課
の
同
僚
で
あ
り
、
廃
省
の
後

互
い
に
異
な
る
官
途
と
し
て
勤
め
、
た
ま
た
ま
明
治
二
十
年
五
、
六
月
こ

ろ
に
奈
良
を
訪
れ
、
薬
師
寺
の
案
内
と
と
も
に
、
源
氏
物
語
に
つ
い
て
も

聞
い
た
も
の
の
、
そ
の
折
は
熱
心
に
見
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

こ
の
た
び
、
菅
二
が
本
を
携
え
て
訪
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
大

津
護
久
は
戦
国
時
代
の
人
物
と
し
て
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
大
津
家
は

丹
波
や
遠
江
な
ど
各
地
に
拠
点
を
持
つ
豪
族
と
し
て
存
在
す
る
。

教
部
省
は
明
治
五
年
に
神
祇
省
を
発
展
さ
せ
て
設
置
さ
れ
、
神
道
や
仏

教
、
国
民
教
育
な
ど
を
担
当
し
た
官
庁
で
、
同
十
年
に
廃
省
と
な
っ
た
。

そ
こ
に
極
郁
と
と
も
に
勤
務
し
て
い
た
の
が
、
大
和
郡
山
郷
土
で
国
学
者

で
も
あ
っ
た
大
津
清
臣
(
明
治
二
十
五
年
没
、
六
十
歳
)
で
、
か
つ
て
大
和
を

訪
れ
た
折
に
架
蔵
の
源
氏
物
語
を
見
る
機
会
を
得
な
が
ら
、
そ
の
折
は
冊

数
を
数
え
る
こ
と
も
し
な
い
ほ
ど
の
閲
覧
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
二

十
年
後
に
な
っ
て
、
菅
二
が
あ
ら
た
め
て
閲
覧
を
乞
い
に
東
京
ま
で
訪
れ

た
わ
け
で
、
あ
る
い
は
消
臣
が
亡
く
な
っ
て
後
も
、
槌
郁
は
大
津
家
と
限

懇
に
し
、
源
氏
物
語
の
話
も
継
続
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

祖
郁
は
十
一
月
二
十
一
日
と
二
十
六
日
の
二
度
記
録
し
て
い
た
よ
う
に
、



詳
細
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
結
論
と
し
て
疑
う
べ
く
も
な
い
珍
し
い
書

写
本
だ
と
判
断
し
、
背
二
の
求
め
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
鑑
定
の
一
文
を

添
え
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
極
郁
は
大
津
清
臣
と
は
か
つ
て
の
同
僚
、

個
人
的
に
も
交
流
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
も
あ
り
、
大
津
家
を
継
い

だ
甥
の
菅
二
と
も
早
く
か
ら
知
る
仲
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
菅
二
は
、
消

臣
か
ら
大
津
家
に
伝
来
す
る
古
写
本
の
源
氏
物
語
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

豊
臣
秀
吉
の
拝
領
品
で
も
あ
る
と
も
聞
い
て
い
た
は
ず
で
、
あ
る
い
は
そ

れ
を
記
す
漆
塗
り
の
箱
も
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
在
の
状

態
は
本
を
保
存
す
る
箱
も
な
く
、
む
き
出
し
の
ま
ま
付
属
文
書
と
一
ま
と

め
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
明
治
期
の
大
沢
家
は
名
家
と
し
て
広
く

知
ら
れ
、
美
術
品
も
多
数
所
有
し
て
い
た
だ
け
に
、
た
だ
五
十
四
帖
の
本

だ
け
が
そ
の
ま
ま
数
百
年
も
伝
え
ら
れ
た
は
ず
は
な
く
、
秀
吉
と
の
か
か

わ
り
も
記
さ
れ
た
極
め
な
り
、
箱
書
き
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
小
杉
祖

師
も
、
明
治
二
十
年
に
見
た
折
に
は
、
源
氏
物
語
の
冊
数
も
数
え
な
か
っ

た
と
は
す
る
も
の
の
、
書
付
や
文
書
と
な
る
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

に
、
『
鑑
定
筆
記
』
の
よ
う
な
資
料
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
記

録
は
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
戦
前
に
大
津
家
か
ら
手
放
さ
れ
る

折
、
混
雑
に
ま
ぎ
れ
て
箱
は
な
く
な
り
、
か
ろ
う
じ
て
小
杉
祖
邸
の
文
書

な
ど
は
紛
失
を
ま
ぬ
か
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

前
田
香
雪
の
鑑
定
覚
え

現
存
の
大
津
本
に
は
、
小
杉
祖
郁
以
外
に
幾
人
も
の
鑑
定
者
に
よ
る
資

料
が
付
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

川
小
杉
槌
邸
(
明
治
四
十
年
十
一
月
)

凶
前
田
夏
繁
(
香
雪
)
(
明
治
四
十
年
末
)

ω
前
田
香
雪
「
各
筆
源
氏
物
語
筆
者
目
録
」
(
明
治
四
十
年
晩
冬
)

凶
前
田
夏
繁
(
明
治
四
十
一
年
一
月
)

同
正
木
直
彦
(
明
治
四
十
年
十
二
月
十
六
日
)

刷
池
辺
義
象
(
明
治
四
十
二
年
春
)

的
観
山
長
泰
(
大
正
四
年
七
月
)

こ
れ
が
す
べ
て
な
の
か
、
伝
来
の
過
程
で
脱
落
し
た
資
料
も
存
す
る
の

か
は
知
ら
な
い
。
『
鑑
定
筆
記
』
の
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
一
日
と
二
十

六
日
に
記
し
た
の
と
重
な
る
の
が
、
す
で
に
翻
字
し
た
川
(
巻
子
本
)
で
、

槌
邸
は
自
分
が
見
た
だ
け
で
は
な
く
、
的
は
別
の
機
会
で
あ
る
に
し
て
も
、

他
は
明
治
四
十
二
年
春
に
い
た
る
ま
で
人
々
の
目
に
触
れ
て
記
録
さ
れ
た

よ
う
で
、
そ
の
間
本
は
東
京
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
極
郁
に
近
い
人
物
た
ち
で
、
か
つ
て
の
大
津
管
二
と
の
ゆ
か
り
も
あ

る
だ
け
に
、
自
ら
が
求
め
て
鑑
定
さ
せ
た
と
も
い
え
よ
う
。
凶
以
下
の
資

料
に
つ
い
て
翻
字
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
。

一一一一一
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前
田
夏
繁
(
香
雪
)
(
冊
子
本
)

大
和
の
国
生
駒
郡
後
跡
村
な
る
大
津
家
の
所
蔵
せ
る
各
筆
源
氏
物
が

た
り
、
全
部
は
其
む
か
し
同
家
十
七
代
の
祖
主
計
護
久
ぬ
し
が
、
豊

太
閤
よ
り
賜
は
れ
る
も
の
に
て
、
此
巻
の
世
々
を
へ
て
完
成
し
た
る

も
、
す
ゑ
は
別
巻
に
も
記
し
た
る
如
く
、
其
は
じ
め
は
か
し
こ
き
う

ち
の
御
本
な
り
し
こ
と
〉
い
ひ
し
有
て
、
時
代
は
お
ほ
よ
そ
後
鳥
羽

帝
の
御
代
こ
ろ
よ
り
、
後
奈
良
帝
の
御
代
あ
た
り
ま
で
も
ち
伝
へ
さ

(2) 

二
四

せ
た
ま
ひ
、
な
ら
の
帝
の
つ
ぎ

f
Lに
、
そ
の
世
の
宗
匠
だ
っ
す
ぐ

れ
人
た
ち
し
て
か
与
し
め
給
ひ
し
も
の
な
る
こ
と
〉
は
す
る
筆
者
の

う
へ
を
、
こ
ま
や
か
に
考
へ
わ
た
し
て
、
類
な
く
さ
と
り
知
ら
れ
て
、

い
と
も
い
と
も
め
で
た
く
、
い
た
く
世
に
類
な
き
御
本
ど
も
ぞ
い
ふ

べ
き
も
の
な
れ
、
さ
て
ふ
る
く
其
筆
者
を
陥
措
定
し
て
奥
書
し
た
ら
ば
、

京
都
の
古
筆
家
の
二
世
了
栄
の
分
拾
四
冊
、
お
な
じ
分
家
の
三
世
了

仲
の
定
め
た
る
〉
そ
の
弐
冊
に
過
ぎ
ざ
り
し
を
、
今
か
く
筆
者
を
さ

だ
め
て
筆
者
目
録
か
け
る
を
、
見
む
人
の
古
人
す
ら
さ
だ
め
か
ね
た

る
も
の
を
、
た
や
す
く
定
む
る
は
い
か
ジ
と
疑
ひ
い
ぶ
か
る
人
も
、

或
は
あ
ら
む
と
恩
へ
ば
、
ひ
と
わ
た
り
そ
の
こ
と
わ
り
を
こ
与
に
記

し
お
か
む
、
先
第
一
に
実
用
の
便
否
の
古
今
同
じ
か
ら
ぬ
事
を
た
が

へ
、
奈
良
と
京
都
は
其
あ
は
ひ
い
た
く
速
か
ら
ね
ど
も
、
此
物
語
の

全
部
を
携
へ
出
ら
る
〉
こ
と
い
と
ジ
難
け
れ
ば
、
た
よ
り
に
つ
け
て

二
た
び
み
た
び
に
翠
定
を
こ
な
は
れ
た
る
が
、
つ
も
り
で
拾
六
冊
と

な
れ
る
に
て
、
も
と
よ
り
全
部
を
用
覧
し
て
筆
者
を
定
む
べ
き
に
あ

ら
ず
と
い
は
れ
し
に
は
あ
ら
じ
か
し
、

X
世
の
中
の
さ
ま
う
つ
ろ
ひ

か
は
り
て
、
此
三
十
年
ば
か
り
こ
な
た
は
、
か
し
こ
き
帝
室
の
御
物

の
古
筆
類
を
拝
観
す
る
を
得
る
こ
と
あ
り
、
諸
寺
、
諸
山
の
宝
物
の

古
筆
も
、
国
宝
調
査
の
を
り
/
¥
に
見
る
こ
と
お
ほ
く
、
さ
て
は
東

京
、
々
都
、
奈
良
の
帝
室
博
物
館
に
備
へ
お
か
る
〉
古
筆
手
鑑
な
ど



も
、
し
た
し
く
く
り
か
へ
し
見
る
使
あ
る
に
、
締
紳
家
旧
家
な
ど
の

所
蔵
の
も
の
も
お
ほ
か
た
め
に
ふ
れ
ざ
る
は
な
き
世
と
な
れ
ば
、
古

人
の
知
ら
ざ
り
し
も
の
今
た
や
す
く
、
何
が
し
の
筆
と
定
め
得
る
た

ぐ
ひ
も
な
か
ら
ず
や
は
、
し
か
は
あ
れ
ど
か
く
い
は
ジ
、
我
か
し
こ

げ
に
物
い
ふ
と
明
り
に
く
む
人
も
あ
ら
め
ど
、
こ
は
み
づ
か
ら
誼
る

に
は
あ
ら
ず
、
皆
開
け
ゆ
く
御
代
の
た
ま
も
の
に
て
、
ひ
と
り
此
れ

筆
蹟
翠
定
の
う
へ
の
み
に
は
あ
ら
ず
、
道
々
の
学
術
上
に
も
お
な
じ

た
ぐ
ひ
の
こ
と
は
数
多
あ
る
べ
し
、
さ
れ
ば
巻
々
の
中
に
未
勘
と
記

し
お
け
る
た
ぐ
ひ
も
、
後
の
人
ま
こ
と
や
す
く
考
へ
定
め
て
、
補
ふ

こ
と
も
か
な
ら
ず
あ
ら
む
為
に
は
、
道
の
た
め
に
ま
こ
と
に
悦
ぶ
べ

き
こ
と
に
な
ん
、
今
筆
者
目
録
か
け
る
筆
の
つ
い
で
に
、
ひ
と
こ
と

か
う
か
き
添
へ
お
く
は
、
か
み
に
い
へ
る
如
く
に
、
疑
ひ
い
ぶ
か
る

人
も
あ
ら
む
か
と
て
の
わ
ざ
に
こ
そ
、
明
治
四
十
と
せ
の
す
ゑ
っ
か

た

前
回
香
雪
誌

前
田
香
雪
(
一
八
四
一

1
一
九
二
ハ
)
は
国
学
者
夏
蔭
の
子
、
本
名
は
夏

繁
、
新
聞
記
者
な
ど
を
経
て
帝
室
博
物
館
に
勤
め
、
古
社
寺
保
存
会
の
委

員
と
な
り
、
東
京
美
術
学
校
の
教
授
に
も
な
っ
て
い
る
。
祖
都
の
『
鑑
定

雑
記
』
に
も
し
ば
し
ば
そ
の
名
を
見
る
た
め
、
古
筆
の
鑑
定
に
は
信
頼
も

お
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
小
杉
極
邸
の
説
を
継
承
し
な
が

ら
、
独
自
に
各
冊
の
筆
者
を
鑑
定
し
た
こ
と
に
対
す
る
弁
明
を
し
て
い
く
。

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

香
雪
は
、
大
津
本
が
秀
吉
か
ら
下
賜
さ
れ
た
こ
と
と
、
「
其
は
じ
め
は
か

し
こ
き
う
ち
の
御
本
な
り
し
こ
と
」
と
、
か
つ
て
は
貴
顕
(
あ
る
い
は
天

皇
家
か
)
の
所
有
で
あ
っ
た
と
も
、
新
た
な
情
報
を
記
す
。
さ
ら
に
時
代

を
越
え
た
各
筆
本
で
あ
り
、
そ
の
伝
称
筆
者
の
判
別
に
つ
い
て
、
古
筆
了

栄
、
了
仲
が
鑑
定
し
て
い
な
い
巻
々
に
つ
い
て
自
分
が
判
別
し
た
こ
と
の

釈
明
を
す
る
。
自
分
は
こ
の
三
十
年
ば
か
り
帝
室
博
物
館
の
調
査
で
古
筆

を
担
当
し
、
名
家
の
数
々
の
所
蔵
品
も
見
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
判
別
し
た
の
で
あ
り
、
後
世
の
人
が
さ
ら
に
考
え
る
契
機
の
た
め

に
で
も
な
れ
ば
と
、
自
身
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
と
さ
ら
こ
の
よ

う
に
長
い
説
明
を
加
え
た
の
は
、
鑑
定
に
疑
い
を
持
つ
人
も
い
る
で
あ
ろ

う
か
ら
と
も
添
え
る
。

そ
の
具
体
的
な
各
巻
の
鑑
定
が
、

ω
「
各
筆
源
氏
物
語
筆
者
目
録
」
の

冊
子
で
、
了
栄
、
了
仲
の
鑑
定
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
巻

に
は
該
当
す
る
伝
称
筆
者
、
そ
の
略
伝
を
記
す
も
の
の
、
自
分
で
も
不
明

な
筆
跡
に
つ
い
て
は
「
未
勘
」
と
し
た
と
す
る
よ
う
に
、
賢
木
巻
で
は
「
恒

明
親
王
」
と
し
て
「
一
葉
よ
り
叶
葉
迄
末
未
勘
」
、
少
女
、
梅
枝
に
は
「
筆

者
未
勘
」
な
ど
と
誠
意
の
あ
る
態
度
を
示
す
。
巻
末
に
は
、
「
右
各
真
蹟
無

疑
者
也
、
岡
蔵
者
之
消
嘱
落
讃
之
明
治
四
十
年
晩
冬
前
回
香
雪
」
と

す
る
の
に
よ
っ
て
も
、
所
蔵
す
る
大
津
家
か
ら
の
求
め
に
よ
っ
て
鑑
定
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
冊
子
に
挟
み
込
む
よ
う

二
五



各
筆
源
氏
物
語
外
題

近
衛
前
関
自
信
費
公
筆

外
題
下
絵

狩
野
山
楽
光
頼
筆

前
田
香
雪

と
す
る
、
外
題
と
、
題
療
の
下
絵
の
筆
者
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

ωω
の
資
料
に
続
い
て
、
香
雪
は
翌
年
の
一
月
に
次
の
よ
う
に
詳
細
な

鑑
定
の
覚
え
書
き
を
巻
子
本
に
し
た
た
め
る
。

凶
前
田
夏
繁
(
明
治
四
十
一
年
一
月
)

大
和
の
国
大
津
護
忠
ぬ
し
の
家
に
、
年
久
し
く
ひ
め
も
た
る
源
氏
物

語
は
、
其
家
の
十
七
代
の
祖
主
計
護
久
ぬ
し
が
、
豊
太
閤
に
仕
へ
て

寵
遇
殊
に
厚
か
り
し
余
に
、
公
よ
り
賜
は
れ
る
も
の
な
り
と
い
ふ
、

そ
が
巻
々
筆
者
の
か
は
れ
る
を
こ
た
び
壁
定
し
て
よ
と
こ
は
れ
た
り
、

古
く
筆
者
を
定
め
お
け
る
は
十
六
冊
に
て
、
其
外
は
誰
の
か
け
り
と

も
定
め
て
あ
ら
ね
ば
、
こ
た
び
同
し
類
を
広
く
集
め
深
く
考
へ
わ
た
し

て
、
お
ほ
か
た
は
巻
々
の
筆
者
を
見
き
た
り
た
る
は
、
別
に
筆
者
目
録

つ
ジ
め
て
そ
れ
に
記
し
た
れ
ば
こ
〉
に
は
い
は
ず
、
只
此
各
筆
に
わ
か

れ
た
る
こ
と
〉
其
筆
者
の
同
じ
か
ら
ぬ
に
つ
け
て
、
さ
ま
P
(
L
に
説

を
な
し
疑
ひ
惑
ふ
人
も
あ
る
よ
し
に
聞
け
ば
、
古
く
よ
り
巻
数
多
き

ニムハ

も
の
に
は
か
く
各
筆
に
わ
か
れ
た
る
例
あ
る
も
の
と
、
其
時
代
の
た

が
ひ
あ
る
こ
と
の
さ
ま
を
記
し
つ
け
て
、
後
見
ん
人
の
為
に
せ
む
と

思
ひ
よ
り
た
る
ま
〉
を
柳
こ
〉
に
し
る
し
つ
く
せ
し
、
抑
巻
ご
と
に

人
を
か
へ
て
わ
か
ち
か
〉
せ
ら
れ
た
る
は
、
後
奈
良
の
院
の
御
時
本

願
寺
の
法
主
の
、
古
筆
好
ま
る
〉
よ
し
を
き
こ
し
め
し
て
賜
は
れ
り

と
い
ふ
三
十
六
歌
仙
集
ぞ
、
我
知
れ
る
限
り
に
て
は
古
き
も
の
な
る

べ
き
、
そ
は
何
人
の
筆
と
い
ふ
伝
へ
は
無
れ
ど
、
其
書
の
す
ぐ
れ
た

る
は
行
成
、
公
任
な
ど
世
に
定
め
来
れ
る
に
も
を
さ
/
1
1
劣
ら
ず
、

時
代
も
ま
た
後
朱
雀
、
後
冷
泉
の
ふ
た
み
よ
の
程
の
物
と
見
え
て
、

其
文
字
の
す
が
た
僻
案
の
つ
£
け
が
ら
の
さ
ま
な
り
、
考
ふ
れ
ば
お

ほ
よ
そ
五
筆
ほ
ど
に
わ
か
れ
た
れ
ば
、
同
じ
時
さ
ば
か
り
の
人
数
に

わ
か
ち
か
〉
せ
ら
れ
し
も
の
な
る
こ
と
い
ち
じ
る
し
、
又
或
家
の
蔵

本
に
後
京
極
摂
政
の
か
〉
せ
給
へ
る
栄
花
物
語
の
目
録
一
巻
あ
り
、

古
き
目
録
の
み
に
は
あ
ら
で
、
全
く
あ
り
し
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
同

じ
時
代
の
お
な
じ
物
語
切
あ
る
を
稀
に
は
見
る
こ
と
あ
り
、
ま
た
縁

起
絵
詞
な
ど
に
は
其
類
も
い
と
多
く
て
、
人
も
能
知
れ
る
知
恩
院
の

円
光
大
師
絵
伝
は
、
絵
も
詞
書
も
数
筆
に
わ
か
れ
た
り
、
こ
は
四
十

八
巻
の
長
き
も
の
な
れ
ば
、
数
人
に
か
〉
せ
ら
れ
た
る
も
こ
そ
わ
り

な
か
れ
ど
、
嵯
峨
の
消
涼
寺
に
伝
ふ
る
融
通
念
仏
縁
起
は
僅
に
二
巻

な
る
に
、
絵
も
詞
書
も
一
段
ご
と
に
人
を
か
へ
ら
れ
た
り
、
か
〉
る



類
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
猶
か
ず

p
iあ
れ
、
珍
さ
の
み
は
と
て
と
ジ
め
つ
、

経
文
の
各
筆
に
わ
か
れ
た
る
は
、
多
く
の
人
の
精
力
を
あ
つ
め
て
功

徳
を
其
人
々
に
も
か
は
ら
し
め
む
と
の
用
意
な
る
べ
け
れ
ば
、
少
し

異
な
る
所
あ
れ
ど
、
彼
厳
島
神
社
に
平
家
の
納
め
た
る
法
華
経
の
一

品
ご
と
に
筆
者
を
こ
と
に
せ
る
は
、
何
人
も
な
く
知
る
処
な
る
べ
く
、

此
時
代
よ
り
す
こ
し
古
し
と
思
は
る
〉
が
駿
河
の
久
能
寺
に
あ
り
し
、

そ
れ
も
一
品
ご
と
に
筆
者
を
か
へ
た
り
、
此
外
に
も
各
筆
各
品
の
法

華
経
は
二
種
あ
る
を
見
た
り
、
さ
れ
ば
巻
々
の
筆
者
を
か
へ
て
か
〉

せ
ら
る
〉
例
は
い
と
多
く
て
あ
や
し
む
べ
き
こ
と
に
は
あ
ら
ず
、
さ

て
此
物
語
の
筆
者
の
あ
る
や
う
を
見
わ
た
し
て
其
出
き
は
じ
ま
り
の

時
代
を
考
ふ
る
に
、
こ
は
類
ひ
も
な
く
か
し
こ
き
う
ち
の
御
物
に
て
、

後
鳥
羽
帝
の
御
世
の
ほ
ど
に
こ
と
は
じ
め
ら
れ
し
に
や
と
恩
は
る
、

そ
は
久
我
の
通
親
公
、
家
隆
卿
、
光
俊
朝
臣
、
寂
蓮
法
師
な
ど
皆
此

朝
の
人
に
て
、
か
の
熊
野
御
幸
の
供
奉
っ
か
ふ
ま
つ
ら
れ
て
、
世
に

熊
野
懐
紙
と
て
残
り
伝
は
れ
る
、
御
会
の
一
座
に
も
つ
ら
な
れ
る

人
々
な
れ
ば
な
り
、
さ
て
此
時
代
に
こ
と

F
Lく
い
で
き
と
与
の
へ

る
が
、
後
に
散
り
ぽ
ひ
う
せ
て
書
き
っ
か
せ
ら
れ
し
も
の
か
と
思
ふ

に
、
さ
は
な
く
て
は
じ
め
は
誰
々
と
人
を
定
め
て
分
ち
か
〉
せ
ら

る
〉
、
御
あ
ら
ま
し
な
り
し
も
、
障
る
〉
こ
と
な
ど
あ
り
て
か
〉
ず

又
奉
る
程
に
外
に
散
り
ぽ
ひ
た
る
も
あ
ら
め

な
れ
る
も
有
る
べ
く
、

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

ど
、
書
き
を
へ
て
は
や
く
奉
れ
る
は
う
ち
に
納
め
ら
れ
た
れ
ば
、
さ

う
な
く
は
散
り
う
せ
も
せ
で
年
を
か
さ
ぬ
る
ほ
ど
に
、
初
め
の
御
志

し
を
継
が
せ
給
ひ
、
時
の
宗
匠
だ
っ
人
、
ま
た
さ
ら
で
も
歌
の
道
手

か
く
わ
ざ
な
ど
に
問
え
あ
る
も
の
し
て
か
h

せ
ら
れ
た
る
が
、
つ
ぎ

/
1
1
に
か
さ
な
り
て
か
く
な
れ
る
な
ら
め
ど
、
其
筆
者
の
う
へ
よ
り

考
へ
わ
た
せ
ば
、
後
奈
良
の
帝
の
御
世
ま
で
頃
の
か
き
て
に
て
、
其

後
に
書
継
ぐ
も
の
な
き
は
、
世
の
中
の
さ
わ
が
し
き
と
か
し
こ
け
れ

ど
、
う
ち
の
御
あ
り
さ
ま
も
ま
た
か
〉
る
み
や
び
の
筋
に
御
心
入
れ

ら
る
〉
御
い
と
ま
の
無
か
り
し
な
る
べ
し
、
さ
て
豊
太
閤
の
世
と
な

り
て
は
彼
茶
道
の
盛
に
行
は
る
〉
に
つ
け
て
、
古
墨
肢
の
み
な
ら
ず

古
筆
の
た
と
ぶ
べ
き
事
も
や
う
1
1
1
世
に
知
ら
れ
け
む
、
秀
次
公
は

諸
寺
諸
山
に
伝
は
れ
る
古
筆
を
こ
ひ
集
め
ら
れ
て
、
手
鑑
造
ら
れ
し

こ
と
も
聞
え
、
古
筆
鑑
定
家
を
も
定
ら
れ
ぬ
、
又
豊
太
聞
が
尊
円
親

王
の
か
与
せ
給
へ
る
巻
物
を
得
て
、
こ
を
臨
本
と
し
て
習
ふ
べ
し
と

秀
頼
公
に
教
へ
ら
れ
し
文
を
も
見
し
こ
と
は
あ
れ
ば
、
か
〉
る
折
か

ら
う
ち
よ
り
此
物
語
は
賜
は
れ
る
に
や
あ
ら
ん
、
ま
た
は
や
う
宮
方

な
ど
に
う
つ
り
伝
は
れ
る
に
も
こ
ひ
出
し
て
持
ち
給
ひ
し
に
で
も
あ

ら
む
か
、
此
時
野
分
、
浮
舟
、
四
阿
の
三
巻
の
か
け
た
る
を
惜
ま
れ
、

野
分
、
浮
舟
を
柳
原
淳
光
卿
に
、
あ
づ
ま
や
を
紹
巴
法
師
に
か
〉
し

め
て
、
表
紙
を
も
う
る
は
し
く
造
ら
れ
、
外
題
を
近
衛
殿
下
に
こ
ひ

二
七



て
か
〉
せ
ら
れ
し
な
る
べ
し
、
是
よ
り
ま
へ
は
表
紙
も
な
く
て
伝
は

れ
り
と
お
ぼ
し
く
、
巻
頭
の
ら
い
紙
に
巻
の
名
を
か
け
る
が
ひ
と
つ

残
れ
る
は
其
誼
と
す
べ
く
な
む
、
か
く
考
へ
定
め
て
見
れ
ば
、
巻
々

の
筆
者
の
み
な
す
ぐ
れ
人
た
ち
の
手
に
成
れ
る
が
、
貴
き
の
み
な
ら

ず
、
其
伝
来
も
ま
た
や
ん
ご
と
な
き
あ
た
り
に
在
に
し
物
と
知
ら
れ

て
、
い
と
も

1
1め
で
た
く
、
実
に
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
宝
と
こ
そ
い

ふ
ベ
け
れ
、
お
の
れ
こ
た
び
此
巻
々
の
筆
者
を
考
へ
定
む
る
に
つ
け

て
、
か
く
お
も
ひ
ら
れ
し
事
ど
も
を
大
津
ぬ
し
に
語
り
た
り
し
に
、

げ
に
さ
も
あ
る
べ
し
と
う
べ
な
は
る
ま
〉
に
、
う
ち
も
お
か
ず
其

ま
〉
を
か
う
記
し
つ
く
る
に
な
ん
あ
り
け
る
、
時
は
明
治
四
十
と
せ

余

り

一

と

せ

の

一

月

の

は

じ

め

な

り

前

回

夏

繁

誌

お
く
鋸
の
ひ
か
り
こ
と
な
る
む
ら
さ
き
は
根
を
た
づ
ね
て
ぞ
見

る
べ
か
り
け
り

香
雪
は
か
な
り
執
劫
に
自
ら
の
立
場
の
正
当
性
を
弁
明
す
る
の
は
、
前

年
の
暮
の
鑑
定
に
対
し
て
、
時
代
に
幅
が
あ
る
と
と
も
に
、
各
冊
の
筆
者

判
断
へ
の
異
論
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
抗
議
的
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
古
来
こ
の
よ
う
に
巻
数
の
多
い
作
品
は
、
一
筆
で
は
な
く
複
数
の
人

物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
る
も
の
だ
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
『
西
本
願
寺
本

三
十
六
歌
仙
』
か
ら
『
融
通
念
仏
縁
起
』
『
平
家
納
経
』
、
さ
ら
に
「
熊
野

懐
紙
」
等
を
例
示
し
て
そ
の
証
と
す
る
。
も
と
も
と
大
津
本
は
宮
家
の
所

二
八

蔵
品
で
、
そ
れ
が
豊
臣
家
に
伝
え
ら
れ
、
野
分
、
浮
舟
、
東
屋
巻
が
欠
落

し
て
い
た
の
を
、
柳
原
淳
光
、
里
村
紹
巴
に
補
写
さ
せ
、
外
題
も
整
え
て

揃
い
本
に
し
た
の
だ
と
す
る
。
確
実
な
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
香

雪
の
推
測
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
な
り
の
考
証
を
経
て
の
結
論
な
の
で

あ
ろ
う
。四

正
木
直
彦
、

池
辺
義
象
の
鑑
定

大
津
本
に
は
、
中
心
と
な
っ
た
小
杉
槌
郎
、
各
冊
の
筆
者
を
鑑
定
し
た

前
回
香
雪
の
ほ
か
に
も
、
槌
郁
の
働
き
か
け
な
の
か
、
幾
人
か
の
添
え
書

き
が
付
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
列
挙
し
て
お
く
。

FD 

正
木
直
彦
(
明
治
四
十
年
十
二
月
十
六
日
)

大
津
氏
祖
先
以
来
家
に
伝
は
る
こ
の
源
氏
五
十
凹
帖
は
、
帖
ご
と
に

筆
者
を
異
に
し
、
筆
者
も
ま
た
延
元
の
帝
を
始
め
奉
り
、
金
林
玉

葉
の
噂
き
よ
り
、
世
尊
寺
、
冷
泉
の
諸
卿
、
さ
て
は
西
行
法
師
、
家

降
卿
、
阿
仏
尼
、
下
り
て
は
東
山
桃
山
時
代
武
将
に
い
た
る
ま
で
、

世
々
の
珍
重
網
羅
せ
ざ
る
こ
と
な
く
、
恰
も
世
々
の
手
鑑
と
し
て
も

見
る
べ
く
、
況
や
之
を
飾
る
に
三
貌
院
の
外
題
を
以
て
し
、
外
題
の

画
も
や
う
は
山
楽
子
の
筆
と
伝
ふ
、
ま
こ
と
に
稀
世
の
珍
と
い
ふ
べ

く
、
す
べ
て
豊
太
閤
の
好
事
に
て
か
く
あ
つ
め
、
か
く
と
L

の
へ
ら

れ
し
と
伝
ふ
る
も
の
、
誠
に
ゆ
ゑ
あ
る
か
な
、
日
一
行
文
往
々
刊
行
本



に
比
し
て
多
少
の
出
入
有
、
仔
細
に
拾
販
し
た
ら
ん
に
は
、
文
学
上

更
に
多
大
の
興
味
あ
ら
む
、
こ
れ
独
り
大
津
氏
の
伝
家
宝
た
る
の
み

な
ら
ず
、
実
に
天
下
の
珍
瞭
な
り
、
大
津
氏
た
る
も
の
よ
ろ
し
く
之

を
重
袋
重
護
す
べ
き
な
り
、

明
治
四
十
年
十
二
月
十
六
日

正
木
直
彦
諮
誌

黄
金
な
す
此
巻
々
の
ひ
ら
ご
と
に

光
を
放
っ
こ
〉
ち
こ
そ
す
れ

頼
円

正
木
直
彦
(
一
八
六
二

1
一
九
四
O
)
は
和
泉
国
出
身
、
帝
国
奈
良
博
物

館
学
芸
員
、
古
社
寺
保
存
委
員
な
ど
を
勤
め
、
明
治
三
十
四
年
以
降
は
東

京
美
術
学
校
校
長
と
な
る
な
ど
、
古
美
術
に
詳
し
く
、
こ
の
鑑
定
も
槌
郁

と
の
関
係
に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に

付
さ
れ
た
歌
の
「
頼
円
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
知
ら
な
い
。

(6) 

池
辺
義
象
(
明
治
四
十
二
年
春
)

人
の
心
の
お
な
じ
か
ら
ざ
る
は
人
の
面
の
ご
と
し
と
い
へ
ば
、
世
に

こ
が
ら
と
せ
ら
る
〉
も
の
も
、
そ
の
見
る
人
々
に
よ
り
て
い
た
く
め

さ
ら
る
与
と
、
さ
も
お
も
は
れ
ぬ
も
の
と
出
で
来
べ
し
、
さ
は
れ
誰

人
も
目
と
ま
り
心
う
ご
き
、
一
き
は
打
上
り
て
め
で
や
ま
ざ
る
も
の

な
ど
か
な
か
ら
む
、
大
和
国
都
跡
な
る
大
津
ぬ
し
の
家
の
宝
と
し
て

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

伝
へ
ら
る
〉
各
筆
源
氏
物
語
は
、
そ
の
家
十
七
代
の
祖
主
計
誕
久
ぬ

し
が
豊
太
閤
よ
り
賜
は
り
た
る
も
の
〉
由
な
が
ら
、
打
そ
ろ
ひ
て
外

題
は
近
衛
三
貌
院
、
外
題
絵
は
狩
野
山
楽
の
筆
な
り
、
各
築
と
い
ふ

は
そ
の
帖
々
を
そ
れ

f
Lの
人
の
か
き
わ
け
た
る
も
の
に
て
、
か
し

こ
く
も
後
醍
醐
院
天
皇
を
は
じ
め
奉
り
亀
山
院
天
皇
々
子
恒
明
親
王
、

後
伏
見
院
天
皇
々
女
進
子
内
親
王
な
ど
の
御
筆
も
あ
り
、
尤
も
多
き

は
二
条
冷
泉
の
諸
卿
に
し
て
、
為
氏
、
為
相
よ
り
阿
仏
尼
な
ど
の
も

交
れ
り
、
そ
の
他
家
隆
卿
、
光
俊
朝
臣
、
さ
て
は
寂
連
な
ど
の
ふ
る

き
も
あ
り
、
紹
巴
肖
柏
な
ど
の
新
し
き
も
見
え
て
、
さ
な
が
ら
百
園

の
一
時
に
咲
そ
ろ
ひ
た
る
が
ご
と
し
、
人
の
心
こ
と
な
り
と
は
い
で

こ
れ
に
山
の
は
〉
誰
が
一
し
ぼ
り
め
で
た
〉
へ
ざ
ら
む
、
あ
は
れ
か

く
ば
か
り
め
で
た
き
筆
の
匂
を
と
Y
め
し
め
た
る
は
、
何
人
の
し
わ

ざ
に
か
あ
ら
む
、
止
事
な
き
あ
た
り
の
御
企
と
さ
へ
思
は
る
〉
に
つ

け
て
も
、
紫
の
色
あ
せ
ず
そ
の
根
ざ
し
の
ふ
か
き
を
知
る
べ
し
、
さ

て
お
も
へ
ば
そ
の
文
の
詞
は
こ
の
宝
物
の
上
の
宝
物
と
す
べ
く
、
そ

の
文
と
こ
の
筆
と
を
併
せ
も
て
る
大
津
ぬ
し
の
家
は
た
、
大
御
代
の

た
か
ら
た
る
べ
く
な
む
、

明
治
四
十
二
年
の
春

大

樺

ぬ

し

の

も

と

め

に

よ

り

て

池

辺

義

象

池
辺
義
象
(
一
八
六
一

i
一
九
二
三
)
は
肥
後
の
生
ま
れ
、
号
は
藤
闘
、

二
九



小
中
村
清
矩
の
養
子
、
御
歌
所
寄
人
と
な
る
ほ
か
、
『
国
文
学
講
義
』
『
日

本
文
学
全
史
』
な
ど
多
数
の
著
作
物
も
存
す
る
。
外
題
な
ど
の
鑑
定
は
前

回
香
雪
の
説
を
継
承
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
判
断
の
も
と
で
書
い
た
と
す

る
と
、
や
は
り
祖
郁
の
求
め
に
よ
っ
て
筆
を
染
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

的
観
山
長
泰
(
大
正
四
年
七
月
)

大
揮
君
所
蔵
源
氏
物
語
五
十
余
帖
、
係
古
名
家
分
写
絢
墨
宝
也
、
応

嘱
題
一
首
、

紫
氏
腿
才
調
吐
、
施
書
家
垂
露
亦
清
、
華
想
看
当
日
、
石
山
月
照
尽

美
人
顔
若
花

大

正

乙

卯

孟

秋

日

観

山

長

泰

草

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
知
る
資
料
が
な
い
。
大
正
に
な
っ
て
な
の
で
、

東
京
か
ら
持
ち
帰
ら
れ
、
そ
の
後
大
津
氏
が
奈
良
在
住
の
書
家
に
求
め
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
、

胡
肥
鐘
痩
共
超
倫
翰
墨
林
中
希
世
珍
努
第
恵
風
和
暢
日
百
花
争
放
一

園
春

大
海
君
所
蔵
源
語
一
部
古
名
家
数
十
人
分
巻
各
勝
写
駕
、
淘
希
代
墨

宝
也
一
日
君
持
持
示
余
、
且
索
一
言
、
因
卒
然
援
華
題
二
十
八
字

香
雌
居
士
醇

と
あ
る
の
も
筆
者
は
不
詳
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
一
巻
に
ま
と
め
ら
た

鑑
定
書
の
貼
り
こ
み
に
は
讃
な
ど
も
あ
り
は
す
る
が
、
以
下
は
省
略
す
る
。

。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
書
き
付
け
と
と
も
に
大
津
本
源
氏
物
語
は
伝
来
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
は
一
切
池
田
亀
鑑
の

閲
覧
の
折
に
は
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て

か
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
大
津
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
後
、
か

つ
て
の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
子
孫
大
津
須
美
子
氏
よ
り
、
鑑
定
書
の
一
部
が

当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。
タ
テ
一
九
・
八
、
ヨ
コ
一
三
・
七
セ
ン
チ
の
、
二
十
ペ
ー
ジ

か
ら
な
る
小
冊
子
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

ωωω
の
資
料
が
翻
字
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
刊
記
な
ど
は
な
い
。
順
序
と
し
て
は

ωの
「
各
筆
源
氏
物
語

筆
者
目
録
」
が
最
後
に
位
置
し
、
巻
末
に
は
、

以
上

外
題
前
関
白
近
衛
信
予
公

外
題
絵
狩
野
山
楽

右
各
筆
々
蹟
無
疑
実
ニ
可
調
天
下
至
宝
者
也
因
葱
ニ
謹
之

明

治

丁

未

臓

月

前

回

香

雪

国

大
和
国
生
駒
郡
都
跡
村
大
揮
家
所
蔵

と
す
る
。
香
雪
の
別
冊
に
な
っ
て
い
る
「
各
筆
源
氏
物
語
筆
者
目
録
」
と

は
別
の
識
語
だ
け
に
、
外
題
も
含
め
て
改
め
て
書
写
し
な
お
し
、
大
津
家

に
付
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
一
年
以
降
の
鑑
定
書
は
掲
載
し
な

い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
れ
以
前
に
手
に
し
た
資
料
を
用
い
、
小
部
数
私



家
版
と
し
て
大
津
家
が
出
版
し
、
関
係
者
に
配
布
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
で
大
津
本
の
書
誌
的
な
内
容
な
の
だ
が
、
本
文
の
性
格
等
に
つ
い

て
は
別
に
ま
と
め
た
く
思
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
貴
重
な
別
本
の
本

文
を
持
ち
、
現
存
本
に
お
い
て
は
か
な
り
得
意
な
存
在
だ
と
は
い
え
る
。

最
後
に
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
明
治
四
十
年
六
月
十
二
日
(
水
)
の
大
津

家
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
お
く
。

大
津
家
の
宝
物

元
弘
の
昔
、
大
塔
宮
護
良
親
王
か
の
南
都
般
若
寺
の
難
を
の
が
れ
て
、

大
和
十
津
川
な
る
竹
原
八
良
次
の
家
に
入
ら
せ
た
ま
ふ
、
八
良
次
其

の
女
を
御
傍
近
く
侍
ら
せ
て
御
心
を
慰
め
奉
つ
り
け
り
、
程
な
く
宮

は
高
野
山
さ
し
て
落
さ
せ
た
ま
ふ
時
こ
れ
を
形
見
に
せ
よ
と
て
御
剣

を
女
に
賜
は
り
ぬ
、
其
後
女
は
男
児
を
生
み
八
良
次
こ
れ
を
養
ひ
て

竹
原
良
房
と
よ
ぶ
、
良
房
宇
智
郡
大
津
邸
に
居
住
し
氏
を
大
津
と
改

め
た
り
、
十
七
代
の
祖
大
津
主
計
護
久
豊
太
閤
に
仕
へ
け
る
が
、
豊

臣
氏
亡
ぶ
る
に
及
び
て
大
和
に
帰
り
、
信
貴
山
の
麓
米
尾
村
に
退
隠

し
、
天
明
年
中
今
の
生
駒
郡
都
跡
村
字
七
条
に
移
り
住
む
、
す
な
は

ち
現
代
大
津
菅
二
は
廿
九
世
に
当
名
家
に
し
て
、
秘
蔵
の
什
宝
多
き

が
中
に
も
、
殊
に
珍
ら
し
く
尊
く
お
ぽ
ゆ
る
は
、
大
塔
宮
の
御
木
像

に
ぞ
あ
る
、
こ
れ
は
以
前
大
津
村
の
氏
神
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
る
も

の
に
て
、
・
今
は
大
津
の
家
に
祭
れ
る
な
り
、
記
者
一
両
日
前
同
家
に

幻
の
大
津
本
源
氏
物
語

ゆ
き
て
そ
の
神
像
を
拝
む
、
神
殿
は
白
木
造
に
て
輪
王
寺
宮
よ
り
寄

贈
あ
り
し
も
の
、
尺
余
の
御
坐
像
い
か
に
も
尊
く
、
傍
に
安
置
せ
る

刀
剣
は
宮
の
御
身
に
着
け
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
も
の
と
か
や
、
そ
ジ
ろ

そ
の
昔
吉
野
山
に
流
れ
た
る
血
汐
の
滴
偲
ば
れ
て
、
夏
寒
き
心
地
し

ぬ
、
家
は
竹
原
の
末
、
大
津
の
由
緒
い
と
深
く
、
土
地
は
字
七
条
、

平
城
の
旧
都
の
跡
な
つ
か
し
く
唐
僧
鑑
真
の
創
建
に
か
〉
る
唐
招
提

寺
の
あ
た
り
を
甘
煎
と
よ
ぶ
、
初
め
て
我
が
邦
に
甘
薦
を
持
ち
来
り

し
は
鑑
真
な
り
と
い
へ
ば
因
縁
な
か

f
i甘
し
、
砂
糖
商
、
菓
子
商
、

下
戸
党
は
此
の
土
地
を
知
ら
ず
し
て
は
す
む
ま
じ
、
境
内
古
き
建
築

物
の
一
室
に
坐
し
、
鴎
尾
形
押
物
の
菓
子
(
金
堂
の
棟
の
両
端
に
上

げ
た
る
鴎
尾
瓦
の
形
)
を
記
者
は
ゆ
か
し
く
味
ひ
た
り
、

以
下
記
事
は
ま
だ
続
く
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
津
家
の
由
来
、
所

蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
多
く
所
有
し
て
い
た
名
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

は
る
き
・
国
文
学
研
究
資
料
館
館
長
)


